
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真感光体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムと一体で回転するドラム軸と、前
記ドラム軸を回転可能に支持するドラム軸受部と、前記ドラム軸に設けられた、前記ドラ
ム軸と一体で回転するカートリッジカップリング部材と、を有するプロセスカートリッジ
を着脱可能な、記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　駆動モータと、
　前記プロセスカートリッジが前記画像形成装置の装置本体に装着した際に、前記ドラム
軸受部を位置決めする本体位置決め部と、
　シリンダ軸受部と、
　前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着された際に、前記駆動モータの駆動力
を前記電子写真感光体ドラムに伝達するための本体カップリング部材であって、前記駆動
力を受ける歯車と、前記駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達する際に、前記シリン
ダ軸受部と嵌合して回転可能に支持される摺動部と、前記本体カップリング部材の回転軸
方向の一端側に設けられた、前記駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達する際に前記
カートリッジカップリング部材と係合する係合部であって、前記駆動力を前記カートリッ
ジカップリング部材に伝達する係合部と、前記本体カップリング部材の回転軸方向の一端
側に設けられた位置決め穴であって、前記駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達する
際に、前記ドラム軸と嵌合して前記一端側において前記本体カップリング部材の位置決め
をおこなう位置決め穴と、前記回転軸方向において前記摺動部と前記位置決め穴との間に
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設けられた軸部であって、前記シリンダ軸受部の内径よりも小さい径を有し、前記駆動力
を前記電子写真感光体ドラムに伝達する際に、前記シリンダ軸受部の中心軸線に対して前
記本体カップリング部材の回転軸が傾くのを許容する軸部と、を有する本体カップリング
部材と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　更に、前記画像形成装置は、
　前記本体カップリング部材を、前記回転軸方向において前記電子写真感光体ドラム側に
付勢する付勢手段を有することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記カートリッジカップリング部材と前記本体カップリング部材との係合は夫々の回転
軸を中心とする螺旋状の突条と螺旋状の溝との係合により行うことを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
更に、前記画像形成装置は、
前記カートリッジカップリング部材と前記本体カップリング部材との係合の解除は前記付
勢手段による付勢力に抗して前記本体カップリング部材を前記回転軸方向に移動させる解
除部材を有することを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
更に、前記画像形成装置は、前記電子写真感光体ドラムが複数並設され、
前記解除部材は、夫々の前記電子写真感光体ドラムに設けられた複数の前記カートリッジ
カップリング部材と、前記カートリッジカップリング部材に夫々係合する複数の前記本体
カップリング部材との係合の解除を行うことを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ等の画像形成装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から複数の感光体ドラムを一列に並べた所謂インライン方式と称するカラー画像形成
装置がある。これは、複数のローラで張架された静電転写ベルトにより転写材を担持搬送
しつつ転写材の搬送路に沿って配置された４個の感光体ドラムによりイエロー、マゼンダ
、シアン、ブラックからなるトナー画像を転写材上に順次転写し、各色の重ね合わせによ
りカラー画像を形成するものである。
【０００３】
この構成はプリントを高速に行うことが出来るため近年注目されている。しかしながら、
４個の感光体ドラムにより夫々の色が形成されるため１つの感光体ドラムに対して各色毎
に４つの搬送パスを経由して色を重ねる構成（以下、単に「４パス方式」という）のカラ
ー画像形成装置に比べて感光体ドラムの回転駆動に関してはより一層の精度が要求される
。
【０００４】
即ち、一般に感光体ドラムの駆動には歯車列が採用されており、歯車１回転成分等の低い
周波数の回転ムラが必ず発生するが、４パス方式の場合、駆動歯車列の減速比を整数の組
み合わせとすることで歯車の累積ピッチ誤差等を回避し、各色の作像位置を合わせ込むこ
とが可能である。
【０００５】
しかしながら、インライン方式の場合、複数の感光体ドラムが独立しているため駆動歯車
列も独立となり前述した４パス方式のような回避策が困難であるため各色の作像位置がず
れることによる色ずれという画像品質の低下が生じ易い。
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【０００６】
当然、４パス方式の場合にも常に問題になっていた歯車噛み合い等に起因する比較的高い
周波数の画像不良であるバンディングに対しても同程度以上の精度が要求される。
【０００７】
ここで、バンディングについて説明すると、副走査方向（転写材の搬送方向と直交する方
向）に微小等間隔な線画或いは中間濃度の画像等を描く場合、感光体ドラムの回転速度に
周期的な変動があると、線画やドット等の間隔が変動して作像され、間隔が狭い領域は濃
度が濃く、間隔が広い領域は濃度が薄く見えるので、感光体ドラムの回転速度の周期的な
変動に相当する段々の濃度ムラとして人間の目に認識される。
【０００８】
このような画像不良をバンディング、或いはピッチムラ、段ムラと称する。人間の可視感
度上、０．３ mm～数 mm程度の周期が目立つため、感光体ドラムの駆動に歯車列を用いる場
合は歯車１歯毎の噛み合いや１回転毎の回転ムラに起因するもののうち、感光体ドラムの
回転速度の周期的な変動に相当するバンディングが生じ易い。
【０００９】
　従来、装置本体側に設けられた駆動源から感光体ドラムに回転駆動力を伝達する手段と
しては感光体ドラムと同軸に固定した歯車に対して駆動源に連結された装置本体側の駆動
歯車を連結／離間させる歯車カップリング方式が採用されており、回転精度を確保するた
めの種々の手段が講じられていた。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述の従来例において、歯車カップリングを採用した場合、構造が簡単で
コストを低く抑えることが出来るが感光体ドラムと同軸に固定した歯車の直径は感光体ド
ラムの外径と同程度にならざるを得ず、その場合、歯車の噛み合いに起因するバンディン
グが顕著になり易く、歯車精度を高精度にしたり、慣性の大きいフライホイールを追加す
る等のコストアップを要する対策を行っても性能を満足し難いという問題があった。
【００１４】
本発明は前記課題を解決するものであり、その目的とするところは、簡単な構成で像担持
体の回転精度を確保し、バンディングや色ずれ等の画像不良を防止し、且つコストの低減
を図ることが出来る画像形成装置を提供せんとするものである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するための本発明に係る画像形成装置の代表的な構成は、電子写真感光
体ドラムと、前記電子写真感光体ドラムと一体で回転するドラム軸と、前記ドラム軸を回
転可能に支持するドラム軸受部と、前記ドラム軸に設けられた、前記ドラム軸と一体で回
転するカートリッジカップリング部材と、を有するプロセスカートリッジを着脱可能な、
記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、駆動モータと、前記プロセスカートリ
ッジが前記画像形成装置の装置本体に装着した際に、前記ドラム軸受部を位置決めする本
体位置決め部と、シリンダ軸受部と、前記プロセスカートリッジが前記装置本体に装着さ
れた際に、前記駆動モータの駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達するための本体カ
ップリング部材であって、前記駆動力を受ける歯車と、前記駆動力を前記電子写真感光体
ドラムに伝達する際に、前記シリンダ軸受部と嵌合して回転可能に支持される摺動部と、
前記本体カップリング部材の回転軸方向の一端側に設けられた、前記駆動力を前記電子写
真感光体ドラムに伝達する際に前記カートリッジカップリング部材と係合する係合部であ
って、前記駆動力を前記カートリッジカップリング部材に伝達する係合部と、前記本体カ
ップリング部材の回転軸方向の一端側に設けられた位置決め穴であって、前記駆動力を前
記電子写真感光体ドラムに伝達する際に、前記ドラム軸と嵌合して前記一端側において前
記本体カップリング部材の位置決めをおこなう位置決め穴と、前記回転軸方向において前
記摺動部と前記位置決め穴との間に設けられた軸部であって、前記シリンダ軸受部の内径
よりも小さい径を有し、前記駆動力を前記電子写真感光体ドラムに伝達する際に、前記シ
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リンダ軸受部の中心軸線に対して前記本体カップリング部材の回転軸が傾くのを許容する
軸部と、を有する本体カップリング部材と、を有することを特徴とする。
【００１６】
　上記構成によれば、カートリッジカップリング部材の軸部が装置本体に設けられた軸受
部に嵌挿されて回転自在に支持され、該カートリッジカップリング部材の位置決め穴に電
子写真感光体ドラムの回転軸が嵌挿されて支持されることでカートリッジカップリング部
材を電子写真感光体ドラムの軸方向に一致させるための位置決めを装置本体側と電子写真
感光体ドラム側の２箇所で行うことが出来、該カートリッジカップリング部材の回転軸中
心を電子写真感光体ドラムの回転中心と確実に一致させることが出来る。
【００１７】
　これにより、簡単な構成で電子写真感光体ドラムの角速度変動等を防止して回転精度を
確保し、バンディングや色ずれ等の画像不良を防止することが出来、且つコストの低減を
図ることが出来る。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図により本発明に係る画像形成装置の一実施形態を具体的に説明する。図１は本発明に係
る画像形成装置の第１実施形態の構成を示す断面説明図、図２は像担持体の回転軸に固定
された第１の係合部材と駆動源に連結された第２の係合部材とが係合した状態を示す断面
説明図、図３は駆動源に連結される第２の係合部材の構成を示す斜視説明図、図４は像担
持体の回転軸に固定された第１の係合部材の構成を示す斜視説明図である。
【００１９】
また、図５は第２の係合部材と解除部材との配置構成を示す側面説明図、図６及び図７は
解除部材による第１の係合部材と第２の係合部材の係合解除動作を説明する断面説明図で
ある。
【００２０】
図１において、カラー画像形成装置Ａは図１の上下方向に直線状に並設された像担持体と
なるイエロー、マゼンダ、シアン、ブラック用の４個の電子写真感光体ドラム１ｙ，１ｍ
，１ｃ，１ｋ（以下、単に「感光体ドラム１」という）を備えており、各感光体ドラム１
に対向して静電吸着により転写材Ｓを吸着して担持搬送する転写材担持体となる転写材搬
送ベルト２が配置されている。
【００２１】
夫々の感光体ドラム１は、該感光体ドラム１の回転軸となるドラム軸１ａに固定された詳
しくは後述する第１の係合部材となるカップリング 36と該カップリング 36に係合して連結
される第２の係合部材となるカップリングＢの歯車 31に駆動源となる図示しない駆動モー
タから回転駆動力が伝達されて図１の反時計回り方向に回転駆動される。
【００２２】
各感光体ドラム１の周囲には、その回転方向上流側から順に、感光体ドラム１の表面を均
一に帯電するための帯電手段となる一次帯電器３ｙ，３ｍ，３ｃ，３ｋ（以下、単に「一
次帯電器３」という）、一次帯電器３により一様に帯電された感光体ドラム１の表面に画
像情報に基づいてレーザビームを照射して静電潜像を形成する露光手段４ｙ，４ｍ，４ｃ
，４ｋ（以下、単に「露光手段４」という）が配置されている。
【００２３】
更には、静電潜像が形成された感光体ドラム１の表面に各色のトナーを付着させてトナー
画像として顕像化する現像手段５ｙ，５ｍ，５ｃ，５ｋ（以下、単に「現像手段５」とい
う）、転写後の感光体ドラム１の表面に残留したトナーを除去するクリーニング手段６ｙ
，６ｍ，６ｃ，６ｋ（以下、単に「クリーニング手段６」という）が配置されている。
【００２４】
感光体ドラム１と一次帯電器３、現像手段５及びクリーニング手段６は一体的にカートリ
ッジ化されたプロセスカートリッジ７ｙ，７ｍ，７ｃ，７ｋ（以下、単に「プロセスカー
トリッジ７」という）として装置本体Ａに対して着脱可能に構成されている。
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【００２５】
また、各感光体ドラム１に対向する位置には転写材搬送ベルト２を挟んで該転写材搬送ベ
ルト２により担持搬送される転写材Ｓに感光体ドラム１の表面に形成されたトナー画像を
転写する転写手段となる転写ローラ８ｙ，８ｍ，８ｃ，８ｋ（以下、単に「転写ローラ８
」という）が配置されている。
【００２６】
像担持体となる感光体ドラム１はアルミニウム製シリンダの外周面に有機光導伝体層（Ｏ
ＰＣ）を塗布して構成したものである。感光体ドラム１は、その両端部をフランジにより
回転自在に支持されており、一方の端部に図示しない駆動モータから駆動力を伝達するこ
とにより図１の反時計回り方向に回転駆動される。
【００２７】
一次帯電器３は、ローラ状に形成された導電性ローラであり、このローラを感光体ドラム
１の表面に当接させると共に、図示しない電源によって帯電バイアス電圧を印加すること
により該感光体ドラム１の表面を一様に帯電させるものである。
【００２８】
露光手段４はポリゴンミラーを有し、このポリゴンミラーには図示しないレーザダイオー
ドから画像信号に対応する画像光が照射される。
【００２９】
現像手段５は、夫々イエロー、マゼンダ、シアン、ブラックの各色のトナーを収容したト
ナー収容部９ｙ，９ｍ，９ｃ，９ｋ（以下、単に「トナー収容部９」という）、感光体ド
ラム１の表面に隣接し、図示しない駆動部により回転駆動されると共に図示しない現像バ
イアス電源により現像バイアス電圧を印加することにより現像を行う現像ローラ 10ｙ， 10
ｍ， 10ｃ， 10ｋ（以下、単に「現像ローラ 10」という）等を有して構成される。
【００３０】
転写材搬送ベルト２の内側に配置された転写ローラ８は、４個の感光体ドラム１に夫々対
向して転写材搬送ベルト２に当接する。これ等転写ローラ８は図示しない転写バイアス電
源に接続されており、転写ローラ８から正極性の電荷が転写材搬送ベルト２を介して転写
材Ｓに印加され、この電界により感光体ドラム１に接触中の転写材Ｓに感光体ドラム１の
表面上の負極性の各色トナー画像が順次転写されてカラー画像が形成される。
【００３１】
装置本体Ａの下部に設けられた給送カセット 11に収容された紙や合成樹脂等で構成される
転写材Ｓは半月状で間欠回転するピックアップローラ 12により繰り出された後、リタード
ローラ対 13により１枚ずつに分離されてレジストローラ対 14に送られる。
【００３２】
レジストローラ対 14により所定のタイミングで送られた転写材Ｓは、転写材搬送ベルト２
により静電吸着して担持された状態で画像形成手段となる感光体ドラム１と転写ローラ８
との間の転写位置に搬送され、各感光体ドラム１の表面に形成されたトナー画像が順次転
写されてカラー画像が記録された後、駆動回転する加熱ローラ 15ａと、これに圧接して従
動回転する加圧ローラ 15ｂとを有する定着手段 15を通過する際に加熱、加圧処理されてト
ナー画像が永久定着された後、排出ローラ対 16により装置本体Ａの上部に設けられた排出
トレイ 17上に排出される。
【００３３】
また、転写材Ｓの両面に画像形成を行う場合には、前述のように定着手段 15により第１面
のトナー画像が定着された後、排出ローラ対 16により転写材Ｓを一旦排出側に搬送し、転
写材Ｓの後端が所定の位置に到達した時点で該排出ローラ対 16を逆転させて転写材Ｓを両
面搬送路 18に導く。
【００３４】
両面搬送路 18に導かれた転写材Ｓは装置本体Ａの正面側に配置された斜送ローラ対 19に挟
持されて垂直下方向に搬送された後、Ｕターンローラ対 20により搬送されてＵターンして
反転され、再度レジストローラ対 14に送られて前述と同様に第２面にトナー画像が形成さ
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れた後、定着手段 15により定着されて排出ローラ対 16により排出トレイ 17上に排出される
。
【００３５】
また、同様に手差しトレイ 21上に載置された転写材Ｓは給送ローラ 22と、該給送ローラ 22
に圧接された分離パッド 23との協働により１枚ずつ分離給送され、搬送ローラ対 24により
搬送されてレジストローラ対 14に送られ、前述と同様にトナー画像が形成された後、定着
手段 15により定着されて排出ローラ対 16により排出トレイ 17上に排出される。
【００３６】
転写材搬送ベルト２は転写材搬送面を張架する２軸となる駆動ローラ 25及び従動ローラ 26
、更に転写材搬送ベルト２にテンションを付与するテンションローラ 27， 28の計４本のロ
ーラにより回転可能に張架支持されており、全ての感光体ドラム１に対向して配置されて
いる。
【００３７】
転写材搬送ベルト２は感光体ドラム１に対向する外周面に転写材Ｓを静電吸着して該感光
体ドラム１に転写材Ｓを接触させるべく駆動ローラ 25によって循環移動する。これにより
、転写材Ｓは転写材搬送ベルト２により転写位置まで搬送され、各感光体ドラム１表面上
のトナー画像が転写される。
【００３８】
転写材搬送ベルト２の転写材搬送方向最上流側で従動ローラ 26に対向する位置には該転写
材搬送ベルト２と協働して転写材Ｓを挟持し、且つ転写材Ｓを転写材搬送ベルト２に静電
吸着させるための吸着ローラ 29が配置されている。
【００３９】
転写材Ｓの搬送に際しては、吸着ローラ 29にバイアス電圧を印加することで、転写材搬送
ベルト２を介して該吸着ローラ 29に対向し、接地された従動ローラ 26との間に電界を形成
し、転写材搬送ベルト２及び転写材Ｓの間に誘電分極を発生させて両者に静電吸着力を生
じさせるようになっている。
【００４０】
転写材搬送ベルト２により転写材Ｓを搬送する際に搬送補助部材によって転写材Ｓが転写
材搬送ベルト２から剥がれ落ちないように構成している。この搬送補助部材は転写材搬送
ベルト２上の転写材Ｓを担持する側（転写材搬送ベルト２の外周表面側）に配置され、該
転写材搬送ベルト２を感光体ドラム１から離間する機能も兼ねている。
【００４１】
即ち、図１に示すように、搬送補助部材として転写材搬送ベルト２の転写材担持面側（外
周表面側）に接触して従動回転可能な複数個の搬送補助ローラ 30が配置されており、該搬
送補助ローラ 30が図示しないカム機構によって図１の左右方向に一体的に移動可能に構成
されている。
【００４２】
搬送補助ローラ 30は転写材搬送ベルト２の転写材担持面側に接離可能で、該転写材搬送ベ
ルト２を複数の感光体ドラム１に近接して転写材Ｓにトナー画像を転写する図１に示す位
置と、転写材搬送ベルト２をブラックの感光体ドラム１ｋのみに近接して転写材Ｓにトナ
ー画像を転写し、残りの感光体ドラム１ｙ，１ｍ，１ｃから離間する位置（図示しない）
とに適宜移動する。
【００４３】
上記構成において、カラー画像形成を行う場合には、図１に示すように、搬送補助ローラ
30を図１の左側方向に退避し、転写材搬送ベルト２を全ての感光体ドラム１に当接させた
状態（図１に示す位置）で、給送カセット 11から給送された転写材Ｓが転写材搬送ベルト
２に静電吸着されて担持搬送される間に各感光体ドラム１に形成された各色のトナー画像
が順次転写されてカラー画像が形成され、定着手段 15により定着された後、排出トレイ 17
上に排出される。
【００４４】
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一方、モノクロ（白黒）画像形成を行う場合には、図示しないカム機構が動作して搬送補
助ローラ 30を図１の右側方向に移動させ、該搬送補助ローラ 30が転写材搬送ベルト２を図
１の右側方向に押し込むことで、ブラックの感光体ドラム１ｋを除く他の色の感光体ドラ
ム１ｙ，１ｍ，１ｃから転写材搬送ベルト２を離間させる。
【００４５】
この状態で感光体ドラム１ｋに形成されたブラックのトナー画像を転写材Ｓに転写し、定
着手段 15により定着された後、排出トレイ 17上に排出される。
【００４６】
各感光体ドラム１を回転駆動する図示しない駆動源となる駆動モータ等の駆動手段は装置
本体Ａの左側手前に配置されており、略垂直方向に並んだ４色のプロセスカートリッジ７
に回転駆動力を伝達する。
【００４７】
各プロセスカートリッジ７には感光体ドラム１、現像手段５、クリーニング手段６等が含
まれ、これ等全てに駆動力を供給している。
【００４８】
プロセスカートリッジ７は各色独立で装置本体Ａに対して脱着可能であるため駆動伝達部
も各色独立で略垂直方向に並んだ構成となっており、回転精度が要求される感光体ドラム
１に直接、回転駆動力を伝達するが、その他の駆動、例えば、現像手段５やクリーニング
手段６の駆動を別系列で伝達しても良い。
【００４９】
プロセスカートリッジ７に供給された駆動力は該プロセスカートリッジ７内の駆動系によ
り各要素に分配される。
【００５０】
プロセスカートリッジ７の駆動伝達部の内部には図２及び図３に示すように、駆動源に連
結され、感光体ドラム１を回転駆動するための歯車 31と、該歯車 31と一体となって回転し
、装置本体Ａに設けられたシリンダ軸受部 35に嵌挿して回転自在に支持される摺動部 32ａ
を有する軸部 32と、該軸部 32と一体となって回転し、感光体ドラム１のドラム軸１ａに固
定された第１の係合部材となるカップリング 36に係合して連結され、感光体ドラム１に回
転駆動力を伝達する係合部 33と、感光体ドラム１のドラム軸１ａを嵌挿して支持し得る位
置決め穴 34が樹脂等により一体成形された第２の係合部材となるカップリングＢが設けら
れている。
【００５１】
カップリングＢの軸部 32は装置本体Ａ側に設置されたシリンダ軸受部 35に回転自在に支持
される歯車 31の根元近傍側の大径部からなる摺動部 32ａと、該シリンダ軸受部 35の内径よ
りも小さい径を有する小径部とを有して構成されており、軸部 32の大径部の摺動部 32ａの
みが必要な精度でシリンダ軸受部 35に対して回転自在で且つ軸方向に移動自在に支持され
ている。
【００５２】
シリンダ軸受部 35とカップリングＢの係合部 33側の軸部 32との間には、カップリングＢの
位置決め穴 34がドラム軸１ａに嵌合することにより定まるカップリングＢの回転軸位置と
相反することがない程度に広く、且つカップリング 36とカップリングＢの係合部 33とが係
合する際に支障にならない程度に支持出来るクリアランスを設けている。
【００５３】
即ち、カップリングＢの回転軸位置は、シリンダ軸受部 35に嵌入されて回転自在に摺動す
る摺動部 32ａとドラム軸１ａとにより定まるようにするため摺動部 32ａは軸部 32の多少の
傾きを許容する構造としている。
【００５４】
感光体ドラム１が無い状態では摺動部 32ａだけで軸部 32を支持する構造の場合、軸部 32が
傾いてカップリングＢの係合部 33の位置が定まりにくいため、感光体ドラム１を装填する
際にカップリングＢの係合部 33とカップリング 36とが係合し難いという問題がある。
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【００５５】
そこで、本実施形態では、シリンダ軸受部 35におけるカップリングＢの係合部 33の近傍と
軸部 32との間に適度なクリアランスを設けることで、感光体ドラム１が無い状態ではシリ
ンダ軸受部 35と摺動部 32ａ、及びシリンダ軸受部 35と係合部 33の近傍の軸部 32とで該軸部
32を支持してカップリングＢの係合部 33とカップリング 36との係合を支障無く行うために
必要なカップリングＢの係合部 33の位置精度を確保する一方で、感光体ドラム１を装填し
てカップリングＢの係合部 33とカップリング 36とが係合した際にはシリンダ軸受部 35と、
カップリングＢの係合部 33の近傍の軸部 32との間に隙間を確保してシリンダ軸受部 35と摺
動部 32ａ、及びドラム軸１ａにより定まるカップリングＢの回転軸位置に影響を与えない
ようにすることが出来る。
【００５６】
シリンダ軸受部 35とドラム軸１ａの位置精度によっては歯車 31の回転軸に傾きが生じるが
、歯車 31の根元から位置決め穴 34までの距離を十分に長く取ることにより実害が無いよう
にしている。
【００５７】
シリンダ軸受部 35により回転自在で且つ回転軸方向に移動自在に支持されたカップリング
Ｂは一端が装置本体Ａに取り付けられた付勢手段となる板バネ 37により感光体ドラム１側
（図２の右側）方向に付勢されている。
【００５８】
ドラム軸１ａには該ドラム軸１ａと一体的に回転するカップリング 36が並行ピン１ｂを用
いて固定されており、ドラム軸１ａは軸受部 38を介して装置本体Ａに正確に位置決めされ
た状態で回転自在に軸支されている。
【００５９】
ドラム軸１ａの端部には第１の係合部材となる非駆動側のカップリング 36が固定され、第
２の係合部材となる駆動側のカップリングＢと噛み合い回転駆動力が伝達される。
【００６０】
駆動側のカップリングＢの係合部 33には３つの三角螺旋状の突条 33ａが設けてあり（図３
参照）、非駆動側のカップリング 36には該突条 33ａに対応する３条の三角螺旋状の溝 36ａ
が形成されている（図４参照）。
【００６１】
そして、駆動側のカップリングＢの軸部 32の摺動部 32ａが装置本体Ａに設けられたシリン
ダ軸受部 35に嵌挿して回転自在に支持され、且つ該カップリングＢの位置決め穴 34に感光
体ドラム１のドラム軸１ａが嵌挿されて支持された状態で板バネ 37による感光体ドラム１
のドラム軸１ａ方向の付勢力によりカップリングＢの係合部 33の突条 33ａを非駆動側のカ
ップリング 36の溝 36ａに係合させて連結することでカップリングＢの回転軸位置が位置決
めされる。
【００６２】
そして、図示しない駆動源に連結された歯車 31に回転駆動力が伝達されてカップリングＢ
が所定の方向に回転すると、突条 33ａと溝 36ａとが噛み合い、駆動側のカップリングＢか
ら非駆動側のカップリング 36に回転駆動力が伝達されて、カップリングＢ， 36及び感光体
ドラム１が一体的に回転する。
【００６３】
カップリングＢとカップリング 36との係合時には装置本体Ａに対して位置決めされたシリ
ンダ軸受部 35に摺動するカップリングＢの軸部 32の摺動部 32ａと、同じく装置本体Ａに対
して正確に位置決めされたドラム軸１ａに嵌合するカップリングＢの位置決め穴 34の２箇
所で歯車 31の回転軸が正確に位置決めされる。
【００６４】
ドラム軸１ａとカップリングＢとの間で僅かに生じる可能性のある嵌合ガタに対しては三
角螺旋状の突条 33ａと溝 36ａとの噛み合いによる軸芯調整作用によりその発生を抑制し、
感光体ドラム１の角速度変動を生じ難くしている。
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【００６５】
図５～図７は駆動側のカップリングＢと非駆動側のカップリング 36との係合を解除する解
除機構の構成を示す図である。図５は装置本体Ａの左側から見た図であり、作像中のカッ
プリングＢの歯車 31は図５の反時計回り方向に回転し、この時、カップリングＢとカップ
リング 36とを噛み合わせるために三角螺旋状の突条 33ａ及び溝 36ａは図５の手前側方向か
ら奥側方向に見て左ネジの方向にねじれている。
【００６６】
感光体ドラム１を回転させる時の負荷トルクは感光体ドラム１の表面にクリーニングブレ
ードが当接するクリーニング手段６により相応の負荷を有しているので駆動側のカップリ
ングＢと、非駆動側のカップリング 36とを離間させるためには感光体ドラム１が停止した
状態で歯車 31を図５の時計回り方向に回転させつつ回転軸方向に移動して離間する。
【００６７】
本実施形態では、略垂直方向に並設された４つのカップリングＢの歯車 31に対して図５に
おいてカップリングＢの回転軸よりも右側位置に解除部材となる連動板 39を配置している
。
【００６８】
図６及び図７は連動板 39の周辺を装置本体Ａの正面側（図１の右側）から見た図であり、
連動板 39には図５において歯車 31の回転軸よりも右側部位に当接して該歯車 31を図６及び
図７の左側方向に押圧する押圧部 39ａと、該連動板 39を斜め方向にスライドするためのカ
ム溝 39ｂとが形成されている。
【００６９】
連動板 39のカム溝 39ｂには装置本体Ａ側に設けられたピン 40が挿通されており、連動板 39
を図６及び図７の上下方向に移動すると、固定位置にあるピン 40がカム溝 39ｂに係合しつ
つ連動板 39が該カム溝 39ｂに沿って図６の左右方向に移動する。
【００７０】
駆動側のカップリングＢと非駆動側のカップリング 36との係合を解除してプロセスカート
リッジ７を装置本体Ａから脱離する際には連動板 39を図６の下方に移動させることで、装
置本体Ａに設けられたピン 40がカム溝 39ｂに係合しつつ連動板 39が図６の左下斜め方向に
移動する。
【００７１】
連動板 39が図６の左下斜め方向に移動することで板バネ 37による付勢力に抗してカップリ
ングＢを回転軸方向で感光体ドラム１と反対方向及び回転方向に移動させることで連動板
39の押圧部 39ａにより歯車 31を図５の時計回り方向に摩擦駆動し、カップリングＢの係合
部 33の突条 33ａと、カップリング 36の溝 36ａとの噛み合いを外しながら４つのカップリン
グＢを各カップリング 36から同時に離間させることが出来る（図７参照）。
【００７２】
これにより、４つのカップリングＢとカップリング 36との係合を単一の連動板 39により同
時に解除し、各プロセスカートリッジ７を装置本体Ａから脱離することが出来る。
【００７３】
この連動板 39の移動動作は、プロセスカートリッジ７を着脱する際に必ず行う操作である
装置本体Ａの図示しない前扉の開閉動作等に連動させると良い。連動板 39のスライド角度
は、それによって摩擦駆動されるカップリングＢの螺旋回転がカップリングＢの三角螺旋
状の突条 33ａのねじれ角よりも浅くしてねじれピッチが短くなるように構成すると良い。
【００７４】
プロセスカートリッジ７の装着後は連動板 39を図７の上方に移動させることで駆動側のカ
ップリングＢが非駆動側のカップリング 36の方向にスライドし、板バネ 37の付勢力により
駆動側のカップリングＢが非駆動側のカップリング 36の方向に押圧されてカップリングＢ
の係合部 33の突条 33ａとカップリング 36の溝 36ａとが噛み合う。
【００７５】
カップリングＢとカップリング 36との駆動力伝達係合面が回転駆動力により噛み合う方向
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に傾いている複数のカップリングＢ， 36の離間動作において、カップリングＢの軸中心か
ら離れた片側を離間させる軸方向、且つカップリングＢ， 36相互の係合面を離間させる周
方向に移動押圧する一体部品からなる連動板 39を動作させて行うことによりカップリング
Ｂとカップリング 36との噛み合いを外しながらカップリングＢとカップリング 36とを離間
させることが出来るので連動板 39に加わる荷重が比較的小さく、部品の簡素化や操作力の
低減が可能である。
【００７６】
また、カップリングＢとカップリング 36との解除動作を最小限の部品で行うことで大幅な
コストアップを生じることなく感光体ドラム１の回転駆動精度と剛性を確保することが出
来る。
【００７７】
現像手段５やクリーニング手段６等のプロセスカートリッジ７内の他の回転駆動力の伝達
／解除を行うカップリング手段も同様の構成で実施することが出来るが、感光体ドラム１
を回転駆動させるカップリングＢの位置決めを優先させるために他の駆動力の伝達はプロ
セスカートリッジ７の着脱の際に駆動側の歯車とプロセスカートリッジ７側の歯車とが係
合／離間する図示しない歯車カップリング構造とするのが望ましい。
【００７８】
上記構成によれば、駆動側のカップリングＢの軸部 32の摺動部 32ａが装置本体Ａに設けら
れたシリンダ軸受部 35に嵌挿されて回転自在に支持され、該カップリングＢの位置決め穴
34に感光体ドラム１のドラム軸１ａが嵌挿されて支持されることでカップリングＢを感光
体ドラム１のドラム軸１ａ方向に一致させるための位置決めを装置本体Ａ側と感光体ドラ
ム１側の２箇所で行うことが出来、該カップリングＢの回転軸中心を感光体ドラム１の回
転中心と確実に一致させることが出来る。
【００７９】
これにより、簡単な構成で感光体ドラム１の角速度変動等を防止して回転精度を確保し、
バンディングや色ずれ等の画像不良を防止することが出来、且つコストの低減を図ること
が出来る。
【００８０】
次に図８を用いて本発明に係る画像形成装置の第２実施形態について説明する。図８は本
発明に係る画像形成装置の第２実施形態の構成を示す断面説明図である。尚、前記第１実
施形態と同様に構成したものは同一の符号を付して説明を省略する。
【００８１】
本実施形態では、図８に示すように、水平方向に並設された複数の像担持体となる感光体
ドラム１に対向して該感光体ドラム１の表面に形成されたトナー画像が一次転写される中
間転写体となる中間転写ベルト 51が駆動ローラ 52及び従動ローラ 53， 54により張架されて
おり、該中間転写ベルト 51を挟んで従動ローラ 54に対向する位置に二次転写手段 55が配置
されている。
【００８２】
前記第１実施形態と同様にして各感光体ドラム１に形成されたトナー画像は転写手段 56ｙ
， 56ｍ， 56ｃ， 56ｋ（以下、単に「転写手段 56」という）の作用により中間転写ベルト 51
に一次転写される。
【００８３】
一方、給送カセット 11からピックアップローラ 12により繰り出された転写材Ｓは図示しな
い分離手段により１枚ずつ分離給送された後、搬送ローラ対 57によりレジストローラ対 14
に送られ、該レジストローラ対 14により所定のタイミングで中間転写ベルト 51と二次転写
手段 55との間に搬送され、該二次転写手段 55の作用により中間転写ベルト 51に一次転写さ
れたトナー画像が二次転写される。
【００８４】
トナー画像が転写された転写材Ｓは定着手段 15によりトナー画像が定着された後、排出ロ
ーラ対 58により搬送されて装置本体Ａの上部に設けられた排出トレイ 17上に排出される。
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【００８５】
本実施形態においても前記第１実施形態と同様に感光体ドラム１のドラム軸１ａにカップ
リング 36が取り付けられており、該カップリング 36に係合するカップリングＢにより回転
駆動力が伝達される。他の構成は前記第１実施形態と略同様に構成され、同様な効果を得
ることが出来る。
【００８６】
　本実施例によれば、上述の如き構成と作用とを有するので、第２の係合部材の軸部が装
置本体に設けられた軸受部に嵌挿されて回転自在に支持され、該第２の係合部材の位置決
め穴に像担持体の回転軸が嵌挿されて支持されることで第２の係合部材を像担持体の軸方
向に一致させるための位置決めを装置本体側と像担持体側の２箇所で行うことが出来、該
第２の係合部材の回転軸中心を像担持体の回転中心と確実に一致させることが出来る。
【００８７】
これにより、複数部品で構成する際に結合部のガタに起因して生じる像担持体の角速度変
動や剛性の低下等を防止して回転精度を確保し、簡単な構成でバンディングや色ずれ等の
画像不良を防止することが出来、且つコストの低減を図ることが出来る。
【００８８】
　また、第２の係合部材を樹脂により成形した場合には、部品の低コスト化が図れる。
【発明の効果】
　本発明によれば、本体カップリング部材の位置決めを装置本体側のシリンダ軸受部とプ
ロセスカートリッジ側のドラム軸の２箇所で行うことがきる。したがって、本体カップリ
ング部材の回転軸をドラム軸の回転軸と確実に一致させることができ、電子写真感光体ド
ラムの回転精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る画像形成装置の第１実施形態の構成を示す断面説明図である。
【図２】像担持体の回転軸に固定された第１の係合部材と駆動源に連結された第２の係合
部材とが係合した状態を示す断面説明図である。
【図３】駆動源に連結される第２の係合部材の構成を示す斜視説明図である。
【図４】像担持体の回転軸に固定された第１の係合部材の構成を示す斜視説明図である。
【図５】第２の係合部材と解除部材との配置構成を示す側面説明図である。
【図６】解除部材による第１の係合部材と第２の係合部材の係合解除動作を説明する断面
説明図である。
【図７】解除部材による第１の係合部材と第２の係合部材の係合解除動作を説明する断面
説明図である。
【図８】本発明に係る画像形成装置の第２実施形態の構成を示す断面説明図である。
【符号の説明】
１，１ｙ，１ｍ，１ｃ，１ｋ…感光体ドラム、１ａ…ドラム軸、１ｂ…並行ピン、２…転
写材搬送ベルト、３，３ｙ，３ｍ，３ｃ，３ｋ…一次帯電器、４，４ｙ，４ｍ，４ｃ，４
ｋ…露光手段、５，５ｙ，５ｍ，５ｃ，５ｋ…現像手段、６，６ｙ，６ｍ，６ｃ，６ｋ…
クリーニング手段、７，７ｙ，７ｍ，７ｃ，７ｋ…プロセスカートリッジ、８，８ｙ，８
ｍ，８ｃ，８ｋ…転写ローラ、９，９ｙ，９ｍ，９ｃ，９ｋ…トナー収容部、 10， 10ｙ，
10ｍ， 10ｃ， 10ｋ…現像ローラ、 11…給送カセット、 12…ピックアップローラ、 13…リタ
ードローラ対、 14…レジストローラ対、 15…定着手段、 15ａ…加熱ローラ、 15ｂ…加圧ロ
ーラ、 16…排出ローラ対、 17…排出トレイ、 18…両面搬送路、 19…斜送ローラ対、 20…Ｕ
ターンローラ対、 21…手差しトレイ、 22…給送ローラ、 23…分離パッド、 24…搬送ローラ
対、 25…駆動ローラ、 26…従動ローラ、 27， 28…テンションローラ、 29…吸着ローラ、 30
…搬送補助ローラ、 31…歯車、 32…軸部、 32ａ…摺動部、 33…係合部、 33ａ…突条、 34…
位置決め穴、 35…シリンダ軸受部、 36…カップリング、 36ａ…溝、 37…板バネ、 38…軸受
部、 39…連動板、 39ａ…押圧部、 39ｂ…カム溝、 40…ピン、 51…中間転写ベルト、 52…駆
動ローラ、 53， 54…従動ローラ、 55…二次転写手段、 56， 56ｙ， 56ｍ， 56ｃ， 56ｋ…転写
手段、 57…搬送ローラ対、 58…排出ローラ対、Ａ…カラー画像形成装置、Ｂ…カップリン
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グ、Ｓ…転写材、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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